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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
皆
様

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。私

も
町
政
を
お
預
り
し
て
か
ら

一
年

六
ヶ
月
余
た
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
間
円

高
ド
ル
安
に
と
も
な
う
経
済
の
不
安
定
、

農
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
輸
入
の
自
由

化
、
又
国
内
で
は
景
気
浮
揚
の
た
め
の

内
需
拡
大
等
、
内
外
と
も
に
激
動
の
年

で
あ
り
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
も
大
変

き
び
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
様
な
中
に
あ
っ
て
活
力
あ
る
町

民
総
参
加
の
対
話
町
政
の
推
進
と
、
身

近
な
生
活
環
境
の
整
備
、
町
民
福
祉
の

向
上
を
重
点
施
策
と
し
て
町
政
の
執
行

わつよし報広

一
十
一
世
紀
を
め
ざ
す

快
適
な
、
活
力
あ
ふ
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
・•. 

ー一一-

昭
和
町
長

を
行
な
い
、
町
内
道
水
路
の
改
良
を
は

じ
め
と
す
る
環
境
整
備
、
継
続
中
の
幹

線
道
路
の
建
設
、
圃
場
整
備
地
区
内
の

道
水
路
改
修
等
各
地
区
の
整
備
事
業
を

出
来
る
限
り
均
.
等
に
施
行
す
る
と
共
に

保
育
科
及
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

の
軽
減
、
住
民
の
健
康
診
断
を
農
協
と

共
同
に
て
実
施
し
併
せ
て
診
断
内
容
の

拡
大
と
無
料
化
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
独
立
と
金
婚
祝
金
制
度
、
海
の
家
助

成
制
度
の
新
設
、
釜
無
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

始
め
と
す
る
町
内
広
場
の
照
明
施
設
の

設
置
、
常
永
団
地
の
整
備
、
阿
原
地
区

は
じ
め
と
す
る
区
画
整
理
事
業
の
推
進
、

下
水
道
事
業
の
着
手
、
町
誌
編
さ
ん
等

泉

幸

弘

各
地
区
で
の
対
話
集
会
に
お
い
て
お
約

束
し
た
各
種
事
業
や
制
度
を
遂
次
実
施

し
て
参
っ
た
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

新
し
い
一
九
八
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り

本
年
は
決
意
も
新
ら
た
に
や
が
て
来
る

二
十

一
世
紀
の
新
し
い
時
代
に
向
つ
て

の
本
町
の
長
期
展
望
に
立
っ
て
各
種
の

基
盤
づ
く
り
の
た
め
の
諸
計
画
の
策
定

と
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を
行
な
う
と

共
に
、
各
地
区
要
望
事
業
で
あ
る
身
近

な
環
境
整
備
を
引
続
き
実
施
、
又
町
誌

編
さ
ん
事
業
、
阿
原
・
西
条

一
区
そ
の
他

の
地
区
を
含
め
て
の
区
画
整
理
事
業
の

推
進
、
町
計
画
の
幹
線
道
路
の
施
工
、

町
民
の
憩
の
場
と
し
て
清
里
の
森
の
整

備
、
町
民
総
参
加
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

の
実
施
、
福
祉
教
育
事
業
の
充
実
強
化

等
各
種
の
事
業
の
推
進
を
は
か
り
町
政

の
発
展
と
将
来
に
対
応
出
来
る
と
乙
ろ

の
町
づ
く
り
の
た
め
職
員
と
も
ど
も

一

体
と
な
っ
て
積
極
的
に
進
め
て
参
り
度
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く
思
い
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
の
ど
指

導
と
御
協
力
を
賜
り
度
く
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
町
民
の
皆
様
の
ど
健
康
と
ど

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ど
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

(出わいん 角もて | ぐ 護綴3伶LJ い 竜乙とし のよ
(らずなさのいい乙 ~愛媛汐-f7も ~Iζ れはままはく
あなれ決てよわまの | 飯浪話、4総如、 |の竜たに、すた乙雨
ぎいに意、うれすよ| 待 機長系紙機畿ダ がのと従英 。 、のを
とよしでみでまがう i uム ι ・切断 |さ翼えう雄「竜た降
)うておなすす、 IC らをてとの竜はーめら
とにも迎さ。か「竜すどがま危る住)りな翼 Iζ 得いと決吟諺iです
はしグえん ら竜は。知ねた険L-まどの強たるの起ずにぎす」
、た責には 、虎強 らら、なは竜すと代くるの意 l乙 れ も 。 な

あい頭な乙 竜あい ずう「乙、の o いわなごで味多ばし ど
ども蛇りの は い も の」竜と難腸 全 うりるとすでく雲ば と
のの尾ま新 虎撃の た は の ーのしのと 乙に乙し。、の起し い
と で H し年 とっと と身髭;たい玉 と 水 と 」 英同乙ば わ
とすにたを は」さ えのをと ζ を も、では 雄志る登 れ
o そ終カ;ど 互とれ でほ蟻号えと取 あ 雲 、強 をが」場 る



限
皆り
さ な
んく
の夢
信 の
託あ
にる
応昭

え前
層
の
努
力

わ-つよし報広

新
年
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す

昨
年
は
円
高
に
よ
り
日
本
経
済
は
未

曽
有
の
経
営
転
換
を
迫
ら
れ
、
一
部
に

は
外
国
へ
生
産
基
地
を
移
さ
ざ
る
を
得

な
い
様
な
企
業
も
生
じ
て
お
り
ま
す

D

と
の
様
な
激
動
す
る
経
済
の
中
で
政

治
も
又
、
大
き
な
軌
道
修
正
を
迫
ら
れ
、

外
に
は
貿
易
問
題
を
含
め
た
国
際
化
へ

の
努
力
、
中
に
は
経
済
の
変
動
に
伴
う

対
応
と
、
活
性
化
に
対
す
る
財
政
運
営

等
々
、
新
竹
下
内
閣
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
は
山
積
し
て
お
る
こ
と
は
既
に
皆
様

御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
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昭
和
町
議
会
議
長

こ
の
様
な
中
で
新
し
い
年
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
ど
承
知
の
様
に

昭
和
町
は
二
十
.
一
世
紀
に
向
け
て
中
部

横
断
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
、
中
央
新

幹
線
(
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
l
)

の
新

設
駅
構
想
等
限
り
な
く
夢
の
あ
る
環
境

に
あ
り
ま
す
。
又
財
政
も
近
年
工
業
団

地
の
全
面
操
業
に
よ
り
県
下
に
類
を
み

な
い
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
乙
そ
昭
和
町
の
行
政
は
未
来
に
大

き
な
夢
を
持
ち
乍
り
住
み
良
い
ま
主
再
り

を
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
私
共
議
会
は
こ
の
事
を

充
分
認
識
し
た
上
で
、
生
活
環
境
の
整

備
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
山
梨
教
育
の

推
進
等
の
施
策
を
審
議
、
検
討
し
て
参

神

主主

立早

り
ま
す
。
又
先
般
町
長
は
昭
和
八
十
年

を
目
途
と
し
た
、
昭
和
町
の
都
市
基
本

計
画
を
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
て

参
り
ま
し
た
、

ζ

れ
は
昭
和
町
の
未
来

を
描
い
た
土
地
の
利
用
(
道
路
計
画
、

公
園
、
教
育
施
設
、
下
水
道
、
コ
ミ
ニ

テ
ィ
施
設
)
等
の
都
市
機
能
施
設
と
住

民
の
居
住
地
、
商
業
地
、
工
業
地
等
の

区
分
を
行
う
事
に
よ
る
住
み
よ
い
ま
ち

作
り
計
画
を
諮
問
す
る
も
の
で
あ
り
、

議
会
も
充
分
検
討
し
て
皆
様
の
要
望
に

応
え
得
る
様
努
力
致
し
て
参
り
ま
す
。

年
頭
に
当
り
議
会
に
所
信
の
一
端
を
申

上
げ
る
と
共
に
絶
大
な
御
協
力
を
お
願

い
し
、
昭
和
町
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を

祈
念
し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

豊かな心と健やかな体で

明るい町づくりを

昭和町教育委員会委員長

五味省吾

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
よ
り
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

「
年
々
歳
々
花
相
似
た
り
、
歳
々
年

々
人
同
じ
か
ら
ず
」
と
言
わ
れ
年
毎
に

人
は
変
転
し
て
行
く
も
の
で
す
。

昨
年
は
円
高
、
ド
ル
安
に
明
け
、
暮

れ
、
前
途
不
安
の
年
で
し
た
。
経
済
大

国
世
界
第
二
位
の
発
展
を
遂
げ
ま
し
た

が
、
果
し
て
我
々
庶
民
の
満
足
感
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。
マ
ス
コ
ミ
は
毎
日
、

詐
欺
、
横
領
、
交
通
事
故
、
誘
拐
、
殺

人
、
自
殺
、
暴
力
、
い
じ
め
な
ど
を
報

じ
て
い
ま
す
。
物
豊
か
に
し
て
心
貧
し

き
乙
の
頃
で
す
。
自
個
中
心
的
慾
望
の

ま
ま
に
、
夜
を
日
に
つ
い
で
働
き
続
け

た
反
動
か
、
心
の
荒
廃
が
到
る
所
に
社

会
問
題
と
し
て
、
腫
虜
の
よ
う
に
吹
き

出
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
幕
明
け
を
あ
と
十
二

年
に
控
え
、
華
麗
の
夢
を
貧
っ
て
い
る

乙
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

一
億
総
決
起
の

世
な
お
し
運
動
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
乙
れ
が
対
策
と
し
て
「
山
梨

教
育
」
の
実
践
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
昭
和
町
を
愛
し
、
た
く
ま
し
く
、

豊
か
な
人

、、つ
く
り
を
め
ざ
す
、
地
域
に

根
ざ
し
た
教
育
が
必
要
の
時
で
す
。
幸

い
当
町
に
お
い
て
は
潤
沢
の
教
育
予
算

に
よ
り
学
校
施
設
は
完
備
さ
れ
、
教
育

環
境
は
着
々
美
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
、
小
三
校
の
教
育
内
容
も
充
実
し
成

績
も
他
町
K
優
る
好
成
績
で
あ
る
こ
と

は
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
然
し
、
都

市
俗
悪
化
の
波
は
う
ね
り
の
よ
う
に
押

寄
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
青
少
年
健

全
育
成
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、

町
民
が
混
然
一
体
と
な
り
推
進
し
て
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
う
ち
の
子
供

だ
り
が
良
け
れ
ば
」
と
言
う
自
個
中
心

的
考
え
を
捨
て
、
明
日
の
日
本
を
負
っ

て
立
つ
、
国
の
宝
で
あ
る
と
認
識
し
て
、

相
携
え
て
、
は
げ
ま
し
あ
っ
て
青
少
年

健
全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

新
年
を
迎
え
一
層
心
を
引
締
め
、
山

梨
教
育
の
実
践
を
は
か
り
、
自
然
と
調

和
し
た
美
し
い
町
ず
つ
く
り
に
は
げ
み
、

文
化
を
高
め
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な

体
を
き
た
え
ま
し
ょ
う
。
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〔辰年霊場】

今
年
は
辰
年
私
の
年
で
す
。
そ
し
て
最
高
学
年
な
の

で
下
級
生
に
親
切
に
挨
拶
も
し
っ
か
り
、
辰
の
よ
う
に

ね
ば
り
強
く
学
習
に
少
女
バ
レ
ー
に
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
バ
レ

ー
も
優
勝
し
た
い
で
す
。

今
世
紀
最
後
の
辰
年
を
迎
え
、
来
る
べ
く
二
十

一
世

紀
に
向
い
、
昇
り
竜
の
如
く
、
天
を
仰
ぎ
、
地
に
し
っ

か
り
石
突
け
て
、
我
が
道
を
見
定
め
、
全
て
の
面
で
の

ぼ
り
調
子
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
小
学
校
生
活
で
最
後
の
年
で
す
。
最
上
級
生

と
し
て
、
自
覚
を
も
っ
て
下
級
生
を
助
け
な
が
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
や
勉
強
に
、
く
い
の
な
い
よ
う
精
一
杯
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

花形美智子ちのん

(押小 5年 11才)

井上武さん

(上河東 47才)

佐野圭太くん

(西条小 5年 11才)

巡
り
め
ぐ
っ
て
五
度
目
の
辰
年
を
迎
え
気
が
付
く

と
還
暦
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
信
あ
る
体
を

町
発
展
の
為
、
又
福
祉
関
係
に
大
い
に
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
決
意
致
し
ま
す
。み

な
さ
ん
/
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で

し
た
か
?

「
一
年
の
計
は

元
旦
に
あ
り
」
と
諺
に
も
あ

る
よ
う
に
、
年
始
は
新
た
な

年
へ
の
意
欲
に
燃
え
る
も
の

で
す
。そ

乙
で
、
町
内
の
辰
年
生

ま
れ
の
方
々
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
、
新
年
の
抱
負
を
一

言
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

徹さん
59才)

今村

(河西

大久保由美さん

(河東中島 23才)

成
人
式
を
過
ぎ
て
か
ら
三
年
、
た
く
さ
ん
の
期
待

と
不
安
を
胸
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
そ
の
中
で
自
分
ら
し
さ
を

み
つ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

高野夏子さん

(西条二区 71才)

先
ず
健
康
第
一
に
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
甘
え
る
乙
と

な
く
、
今
日
を
悔
い
な
く
生
き
る
、
す
べ
て
に
挑
戦
し

て
み
た
い
、
そ
し
て
必
要
な
人
で
あ
り
た
い
。
そ
ん
な

気
力
で
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

二
回
目
の
辰
年
を
迎
え
た
今
、
社
会
と
い
う
巨
大
な

波
に
押
し
流
さ
れ
ず
、
目
的
と
信
念
を
持
っ
て
、
長
い

道
程
を
走
ら
ず
、
自
分
の
歩
調
で
、
一
歩
一
歩
着
実
に

歩
い
て
い
き
た
い
。

山本和幸さん

(飯喰 23才)

内藤悦子さん

(上河東ニ区 35才)

下
の
子
も
四
月
か
ら
幼
稚
園
。
自
分
の
時
間
が
増
え

る
と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
い
つ
ま
で
も
子
供
達
と
走

り
回
れ
る
若
さ
と
体
力
を
保
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
目
尻
の
シ
ワ
が
‘
大
問
題
で
す
。



少々

グ
成
人
4

お
め
で
と
う
グ

「
成
人
の
日
」
は
、
，
国
民
の
祝
日
'
で
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
日
で
す
。
本
町
で
も
一
月
十
五

日
に
総
合
会
館
内
で
恒
例
の
成
人
式
を
開
催
致
し
ま
す
。
輝
や
か
し
い
二
十
歳

の
門
出
を
今
年
迎
え
る
人
達
は
次
の
方
々
で
す
。

な
お
該
当
者
は
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
の

聞
に
生
ま
れ
た
方
で
す
が
、
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
事
務
局

(
岱
七
五
|
三
七
三
七
)
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
校
や
仕
事
な

ど
で
町
外
に
住
所
を
移
し
て
い
る
人
や
外
国
人
の
方
で
も
希
望
に
よ
り
式
典
に

参
加
が
で
き
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
(
敬
称
略
・
順
序
不
同
)

わ-つよし報広( 5 )昭和 63年 1月1日発行
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俊
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井

浩

樹

赤

池

美
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水

良

浩

望

月

勝

本
田
雄
一

白
井
真
由
美

西
条
ニ
区

川

口

享

子

小
田
切
清
美

相

原

久

乃

岩
村
美
和
子

児

島

史

朗

末

木

裕

二

池
谷

実

花

輪

博

恵

古
屋
淳
一

馬

場

明

美

津

高

省

三

鈴

木

俊

希

土
屋
謙
一

宇

野

健

史

費

藤

嘉

尚

丸

山

豊

中

津

久

美

厚

見

朋

子

原

謙

司

板

橋

明

好

保

坂

香

坂

本

和

幸

石
川
俊
一

望

月

直

己

佐
久
間
吉
彦

塩

津

寛

西
条
ニ
区

ぷ色
器

保刑寺竹穴阿杉西望今栗河高保相西三秋小笹飯海清田小笠五長井横小戸金山田高小
坂沢下川山井浦季月井山野橋坂泉山宮山田本寄瀬水中田井味谷口山宮遺丸本中本津

新 ニ 切 新切 川山め
有孝 智民善哲田 信夕広里由清義久政み徹和理居理一元一恵礼弥利 武ぐ恵美員
美広章明子幸哉 誠一子樹枝佳美久幸寛ど哉也夏 恵夫子治子子生夫暁士み美紀希

り
縫

鷹大丸風山雨雨松有村輿河畑浅小米上青井長梶千坂大深費内依清秋土山秋三花議堀
野村山塑本宮宮野賀松石東野川池山杉砥上田原野本久沢藤藤田水山橋田山神形 内

美 中美 と保 は 越健
俊千健穂弘博香祐善島代武玲道正文み美真一 賢一 る直賢由啓優太
彦春次子学樹之恵里二久 子人子子子子え穂弓勝成力孝治彦久治み樹治里子子 郎

ー里会 ダ色

宮費小望ー渡相深井河輿栗塚近田塩中松桑伊有橋武小飯清神藤泉議金柿荻石尾小田
原藤泉月之辺山津口西石原原藤中沢村木地藤泉本井林塚水宮津 漉岡島野原畑池中

瀬佐ひ まみ新 る智寺恵阿
勝 清藤直和正と 尚小 周 秀ゆ文ど居久美周広み恵い隆美原文克広俊純利享
弘仁美英樹子美み仁美仁巻子大朗み仁り 代恵三美勇子子く志子 志次幸一栄香多

子
縫 幾

大有磯望下上佐林戸佐関磯細福羽望主有今萩五井松野今池井芦志志諸若長山相今蔽
勝泉貝月村河野 島藤 部田田回月河井村原味口田沢村田上沢村村 林田本原村

東 由 東久美 由さ希西 喰
義美直祐ニ浩恭美美 睦佳幸ち亜仁江泰美圭正美と未 博節浩日
晴樹誠子子区二子紀洋子進健夫世彦 え矢子子肇博幸一弘子み子武 之男良希忠

私
が
生
ま
れ
て
早
く
も
二
十
年
が
経

つ
、
今
迄
を
ふ
り
か
え
り
充
実
し
た
人

生
を
す
ご
し
て
来
た
だ
ろ
う
か
、
義
務

教
育
を
終
え
、
高
校
そ
し
て
就
職
と
自

分
自
身
が
選
ん
だ
道
を
自
分
な
り
に
一

池田正弘さん

(河西)

⑧ 

20の重み

⑧ 

小池玲子さん

(押越)

「
や
っ
と
二
十
才
、
も
う
二
十
才
」

と
複
雑
な
気
持
ち
で
「
成
人
式
を
迎
え

ま
し
た
。
二
十
才
と
い
う
年
令
は
、
第

二
の
誕
生
日
と
も
言
え
る
意
味
深
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
形
に
見
え
る
大
き

な
変
化
は
な
い
け
れ
ど
、
法
律
上
の
問

題
が
数
多
く
生
じ
て
来
ま
す
。
第
一
に

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
二

十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
す
。
二
十
歳
に
な
っ
て

次
の
第
一
・
第
三
被
保
険
者
に
該
当
す

る
人
は
、
役
場
国
民
年
金
係
で
加
入
の

手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
(
た
だ
し

学
生
は
任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。
)

-
第
一
号
被
保
険
者

農
林
漁
業
・
自
営
業
の
人
、
自
由
業

な
ど
の
給
与
所
得
者
で
は
な
い
人
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
て
も
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
人
、
無
職
の
人

0

・
第
二
号
被
保
険
者

A

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
用
者
年
金

私
た
ち
は
、
乙
の
日
を
境
に
保
護
者
の
占
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
。
(
国
民
年

庇
護
の
も
と
を
離
れ
、
独
立
し
た
意
見

4

金
の
加
入
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

を
持
っ
て
行
動
す
る
事
が
出
来
る
様
に

4

・
第
三
号
被
保
険
者

な
り
ま
す
。
又
、
選
挙
権
を
得
て
政
治

4

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
用
者
年
金

へ
の
参
加
も
行
わ
れ
ま
す
。
刑
事
面
で
}
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ

の
扱
い
も
厳
し
く
な
り
、
少
年
A
夫
、
」
て
い
る
配
偶
者
。

少
女
B
子
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
の
で

す
。
成
人
に
な
っ
た
乙
と
に
よ
っ
て
、

大
人
と
し
て
の
権
利
と
義
務
の
遂
行
が

重
く
包
み
込
ん
で
来
る
の
で
す
が
、
社

会
を
恐
れ
ず
、
社
会
に
大
き
く
目
を
向

け
、
成
年
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持

っ
て
、
前
向
き
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
二
十
年
の
成
長
に
手
助
け
を

い
た
だ
い
た
両
親
、
諸
先
生
、
先
輩
に

深
く
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
懸
命
歩
ん
で
来
た
0

4

今
、
成
人
の
日
を
迎
え
て
、
乙
れ
か

4

ら
は
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
い
っ
た
ら

4

良
い
か
、
乙
の
二
十
才
と
い
う
時
が
一
山

つ
の
区
切
だ
ろ
う
か
、
い
や
今
迄
の
続
い

き

か

も

し

れ

な

い

。

』

自
分
自
身
が
新
た
に
自
分
を
変
え
よ

ι

う
と
し
な
け
れ
ば
進
歩
は
な
い
と
思
う
o

A

H

ま
さ
に
、
新
人
類
で
あ
り
た
い
d

A

仕
事
な
ど
に
し
て
も
昔
な
が
ら
の
方

A

法
で
や
っ
て
き
た
人
々
が
そ
の
ま
ま
続

4

け
て
い
る
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
」

そ
れ
を
さ
け
る
為
に
は
や
は
り
新
し
い

4

目
で
見
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
』

な

い

と

思

う

。

い

何
事
に
も
自
信
を
持
っ
て
、
真
剣
に
』

取
り
く
み
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
人
間

L

に
な
り
た
い
。

ι止
一
月
十
一
日
か
ら
、
恒
例
の
「
は
た

A

ち
の
献
血
」
が
一
か
月
間
行
わ
れ
ま
す
。

A

献
血
は
二
百
叫
、
四
百
叫
と
成
分
献

4

血
の
三
方
法
が
あ
り
、
ど
れ
を
選
ぶ
の

叫
も
自
由
で
す
。
「
医
療
に
必
要
な
血
液

4

は
す
べ
て
国
民
の
献
血
で
」
を
目
指
す

山
血
液
事
業
|
|
成
人
と
な
り
、
社
会
を

】
支
え
る
一
員
と
な
っ
た
第
一
歩
と
し
て
、

い
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。



河
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
、

中
巨
摩
郡
の
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会

ρ
b
d
向与、
u
p
与a
p
b
λ

戸争
ο

向、令
d
p
‘令、、up
争入U
向、令、
d
p
与、.uρbλ
湾与入戸ふ、
υ
向、令
ορ

ふ、υ
向、ふορ
与、
u
p
令ο
ρ
キ
φ

向与
λ
同与、、
υρ

争、υ

氏

三

十

七

年

間

に

室

長

期

間

に

わ

た

り

努
力
さ
れ
熱
心
に
地
域
の
子
ど
も
会
を

育
て
て
き
た
。

青
少
年
育
成
指
導
者
は
、
と
か
く
短

期
間
の
た
ら
い
廻
し
に
な
り
が
ち
で
あ

る
が
、
深
尾
さ
ん
は
昭
和
四
十
五
年
頃

か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
コ
ー
チ
を
引

き
受
け
、
厳
し
い
中
に
も
温
情
あ
ふ
れ

る
指
導
に
よ
り
、
し
つ
け
と
マ
ナ
ー
な

ど
人
間
づ
く
り
精
神
鍛
練
に
尽
力
さ
れ
、

大
い
に
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

子
ど
も
達
と
の
信
頼
関
係
や
強
い
信

念
と
愛
情
に
よ
る
精
力
的
な
長
期
間
の

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
乙
の
度
、
明

治
神
宮
参
集
殿
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
口

昭和 63年 1月1日発行(6 ) 

「
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
、

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
の
企
画
」

町
で
は
、
急
激
な
都
市
化
と
人
口
増
加
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
意
識
が
薄

れ
つ
つ
あ
る
今
、
明
る
く
連
帯
感
に
満
ち
た
住
み
よ
い
郷
土
の
建
設
と

ふ
る
さ
と

「
魅
力
あ
る
故
郷
・
昭
和
」
の
偉
大
さ
を
見
直
し
、
，
個
性
豊
か
な
地
域

社
会
を
構
築
し
よ
う
'
と
い
う
運
動
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
去
る
十
一
月
十

一
一
日
役
場
大
会
議
室
で
、
「
ふ
る
さ
と
ポ
つ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

泉
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

わ

.
結
集
し
た
英
知
と
力
を
一

ま
~
過
性
の
も
の
と
す
る
乙
と

札
巧
な
く
、
更
に
発
展
さ
せ
、
問

酎
引
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
ね

一
日
頃

H

ふ
る
さ
と
ず
つ
く
り
d

の
一

ン
あ
原
動
力
と
し
て
、
町
民
運
和

ん
い
渦
動
を
展
開
し
、
①
町
を
上
一

や
町
、
げ
て
の
祭
り
や
一
大
イ
ベ
川

町
一
問
ン
ト
の
企
画
、
②
地
区
の
一

切
~
ふ
る
さ
と
ず
つ
く
り
の
育
成
似

よ
推
進
、
③
花
い
っ
ぱ
い
運

m

M

動
な
ど
の
環
境
美
化
の
整
山

助

備

・

保

全

ー

な

ど

の

事

…

4

業
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
ほ

乙
の
日
は
、
委
嘱
状
の
交
付
の
あ
と
、
刷

会
長
を
努
め
る
泉
町
長
か
ら
「
住
民
閉
山

や
地
域
問
、
さ
ら
に
町
内
外
の
人
々
と
引

の
心
の
触
れ
合
い
と
連
帯
感
を
深
め
る

m

た
め
、
来
年
は
、
町
の
特
色
を
生
か
し
川

た
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
ま
す
"

の
で
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
骨

い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
、
第
一
回
目
仰

の
推
進
委
員
会
が
聞
か
れ
、
乙
れ
か
ら
川

の
事
業
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
制

わ

れ

ま

し

た

。

也

…
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推
進
委
員
は
、
議
会
、
農
協
、
商
工

会
、
企
業
や
区
長
会
な
ど
各
種
団
体
・

機
関
の
代
表
ら
六
十
八
名
で
構
成
し
、

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
民
総
参

加
の
グ
ふ
る
さ
と
、
つ
く
り
町
民
運
動
'

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

組
織
の
特
徴
は
、
実
質
的
な
母
体
は
、

本
委
員
会
に
据
え
て
、
よ
り
細
か
い
活

動
充
実
を
図
る
た
め
常
任
委
員
会
の
体

制
を
整
え
た
。

重
点
事
業
は
、

「
か
い
じ
国
体
」
で

ノ⑮匂宅Aぺ~ぺI己中て旦@てE今句~ペ~

武氏

(築池新居)

河田士官

西)

深尾為

(河

深
尾
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月

部
落
の
子
ど
も
会
が
結
成
さ
れ
、
以
来

の
結
成
に
努
力
し
、
設
立
と
同
時
に
白

か
ら
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
五

十
八
年
か
ら
は
、
山
梨
県
連
合
会
長
と

し
て
今
日
ま
で
肢
体
不
自
由
児
達
の
た

め
に
献
身
的
に
働
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
重
度
身
体
障
害
者
の
授
産
施

設
で
あ
る
「
あ
さ
ひ
ワ
!
ク
ホ
l
ム」

の
設
立
に
も
努
力
し
、
数
年
間
の
運
動

の
結
果
、
昭
和
五
十
八
年
に
ホ
l
ム
が

設
立
し
、
理
事
と
し
て
今
日
ま
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

乙
の
他
に
も
河
田
さ
ん
は
現
在
、
民

生
児
童
委
員
総
務
、
昭
和
町
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
と
し
て
も
地
域
福
祉
活

動
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
ら
の
長
年
の
活
動
の
実
績
が
認

め
ら
れ
、
河
田
さ
ん
は
十
一
月
十
三
日
、

全
国
社
会
福
祉
‘
大
会
の
席
上
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

カロ々 本安恵ざん

西)(河

加
々
木
さ
ん
は
、
自
営
業
が
全
盛
時

代
は
甘
や
か
さ
れ
わ
が
ま
ま
な
娘
に
成

長
し
た
が
、
父
が
病
死
後
は
母
が
朝
暗

い
う
ち
か
ら
努
力
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

当
時
中
学
生
な
が
ら
発
奮
し
、
二
人
の

妹
た
ち
を
励
ま
し
朝
は
母
の
仕
事
を
助

け
て
か
ら
登
校
し
た
り
、
母
が
疲
労
の

た
め
六
ヶ
月
間
の
入
院
治
療
中
は
留
守

を
守
り
作
業
服
に
身
を
包
み
世
間
の
自

に
も
耐
え
、
ひ
た
む
き
に
母
の
ゴ
ミ
収

集
作
業
に
励
み
母
に
孝
養
と
妹
た
ち
の

鏡
と
な
り
、
明
る
い
家
庭
の
建
設
に
努

力
し
て
き
た
姿
は
同
じ
よ
う
な
境
遇
に

あ
る
青
少
年
に
勇
気
を
与
え
る
も
の
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
去
る
十
一
月
三

日
の
文
化
の
日
に
武
田
信
玄
公
宝
物
保

在
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



は
ます。

善推進
動をし

わ-つ

町
こ
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明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う

ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
は
、
厚
生
省
の
指
導

で
昭
和
三
十
七
年
よ
り
、
各

町
村
ご
と
に
こ
の
会
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
一
年
間
の
養

成
講
習
を
受
け
て
会
員
に
な

り
、
現
在
八
十
八
名
の
会
員

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
栄
養
不
足
の
補
充

と
考
え
ら
れ
て
い
た
乙
の
会

も
、
今
は
栄
養
過
剰
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
や
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
す
る
た
め
に
、

一
日
三
十
種
食
品
摂
取
す
る

乙
と
、
又
減
塩
食
の
た
め
薄

塩
に
慣
れ
る
乙
と
を
い
つ
も

頭
に
お
い
て
努
力
し
、
部
落

砂
味
噌
汁
接
待
の
支
度
を
手
際
よ
く
す

る
栄
養
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん

へ
の
伝
達
講
習
を
心
が
け
皆

様
に
ご
理
解
と
ど
協
力
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

会
の
年
間
事
業
の
一
つ
に
、

減
塩
の
味
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
老
人
大
学
へ
の
味
噌
汁

接
待
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

と
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
長
は
じ
め
多

く
の
方
々
や
役
場
事
務
局
の

推
薦
を
得
ま
し
て
、
昨
秋
九

月
十
五
日
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
行
わ
れ
た
「
山
梨
乙
と

ぶ
き
祭
り
」
の
式
典
で
当
会

が
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
大
勢

の
方
々
の
ご
推
薦
が
あ
っ
て

乙
そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
感
謝
の
意
を
も
ち
ま

し
て
、
昨
年
十
一
月
三
十
日

老
人
大
学
に
お
い
て
、
味
噌

汁
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
召
上
っ

て
頂
き
ま
し
た
口
帰
り
に
戸
羽

い
し
か
っ
た
で
す
。
」
「
ご

馳
走
様
。
」
と
言
わ
れ
た
時

は
、
仕
込
み
・
配
膳
の
忙
し

さ
も
忘
れ
何
も
の
に
も
か
え

が
た
い
嬉
し
い
一
言
で
し
た
。

更
に
乳
児
検
診
の
時
の
お

や
つ
の
試
食
・
一
般
検
診
時

・
地
域
陀
と
け
込
ん
だ
推
進

員
活
動
に
と
夢
を
ふ
く
ら
ま

す
私
達
で
す
。
今
後
共
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
町
栄
養
改
善
推
進
員
会

会

長

有

賀

一

江

ーすお手偉い

新
年
号
か
ら
「
シ
リ
ー
ズ
手

づ
く
り
料
理
一
す
お
手
伝
い
」

の
登
場
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
全
盛
時
代
で
す
が
、
簡
単

な
料
理
で
も
手
作
り
し
て
み
れ

ば
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
お
い
し

い
も
の
で
す
。
家
族
や
隣
近
所

の
方
と
一
諸
に
、
楽
し
み
な
が

ら
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

第
一
回
目
は
、
町
栄
養
改
善

推
進
員
会
々
長
の
有
賀
一
江
さ

ん
に
「
だ
て
巻
き
」
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

有賀一江さん

(押越)

企手慣れぬ手つきでペッタン、ペッタン

年
末
恒
鯛

r〉
同

T

『
宅
ち
つ
き
舎
』

原

イ呆

:A 
同

園

押
原
保
育
園
で
は
十
二
月
六
日
、
年
末
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
会
」
を

行
い
ま
し
た
。

乙
の
も
ち
つ
き
会
は
、
親
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、

も
ち
つ
き
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
、
季
節
感
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
初

め
ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雪
で
し
た
が
、
園
児
ら
は
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
に
付
添
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
よ
く
き
ね

を
振
り
下
ろ
し
、
お
い
し
そ
う
な
お
も
ち
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

っ
き
た
て
の
お
も
ち
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
陀
あ
ん
乙
も
ち
や
き
な
乙

も
ち
に
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
仲
よ
く
食
べ
ま
し
た
。

定、て巷き

卵 6コ みりん大さじ l

白身の魚(又ははんべん)80，....， 10ug 

塩 小さじ% うす口醤油

だし大さじ 2 、小さじ 1
サラダ油

砂糖大さじ 6 大さじ 2

材料(一人分)

* 作り方
①白身の魚は骨と皮を取って小さく刻む(はんべんの場合はそのままつぶす)

②すり鉢に魚を入れてよくつぶし、溶き卵を少しづ‘つ入れてよく混ぜる。だし、
みりん、さとう、塩、醤油を加えて全体をよくまぜる。必ず裏どしする。②

をミキサーですると手早く出来る。
③卵焼き器文はフライパンを熱した中にサラダ油を入れて、卵焼き器のふちに

も油がゆきわたるようにし、あまった油を切り、卵液を箸の先につけて、
落して音がする程度に熱したら、卵の液をながしふたをし、はじめは強火で、

すぐ弱火で 7-8分少し色がつく程度焼く 。
④焼きぎわにフタを取って水分を蒸発させ、裏返してさっと焼く 。
⑤巻きすの上花園く絞ったふきんをおいて卵の焦げ色のついた方が上になるよ

うにのせ、手前半分くらいの所迄 1cmおきに横に包丁の切れ目を入れ端から
しっかりと巻いて、そのまましばらくさます。 o ラップに包んで冷蔵庫へ入

れておき必要に応じZ切ると良い。
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依田美佳ちゃん
(西条ニ区)

S 62. 1. 3生

h

p

(

父
)
依
田

康
雄

(

母

)

久

美

名
前
の
由
来
素
直
な
良
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う

願
い
を
乙
め
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
名
付
貯
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
名
前
の
通
り
の
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「完J

女

児

童

館

図

書

館
役
場h〕中

央
公
民
館

と
恩
わ
れ
ま
す
。
か
の
宝

塚
少
女
歌
劇
の
天
津
乙
女

.
有
馬
稲
子
・

霧
立
の
ぼ

る
・
小
夜
福
子
の
芸
名
は
、

百
人
一
首
の
歌
詞
か
ら
と

っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
の

有
名
な
「
金
色
夜
文
」
の

貫
一
お
宮
の
避
遁
も
、
か

る
た
会
の
席
上
で
し
た
。

昔
は
乙
の
よ
う
に
百
人
一

首
は
民
聞
に
浸
透
定
着
し

て
い
ま
し
た
。

上
達
法
は
紙
面
の
関
係

で
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
先
ず
何
よ
り
も

正
月
を
迎
え
る
と
、

放
が
る
た
に
ま
取
り
札
の
下
の
句
を
き
け
ば
直
ち
に
上

つ
わ
る
郷
愁
が
よ
み
が
え

っ
て
き
ま
す
。
の
句
が
思
い
山
山
せ
る
よ
う
に
す
る
乙
と

幼
い
頃
の
も
っ
ぱ
ら
な
楽
し
み
は

一
家

で

す

。

又

、

読

み

札

が

「

あ

」
で
始
ま

を
挙
げ
て
「
百
人
一
首
」
の
か
る
た
を
る
の
が
十
六
枚
、
「
な
」
で
始
ま
る
の

取
っ
て
遊
ぶ
乙
と
で
し
た
。
又
、

三
三
が
八
枚
と
い
う
よ
う
に
記
憶
し
て
い
て
、

五
五
ど
乙
か
の
家
に
集
っ
て
男
女
を
交
そ
の
下
の
句
を
考
え
、
一
枚
ず
つ
し
か

え
て
の
か
る
た
遊
び
も
ま
た
な
つ
か
し
な
い
の
が
六
枚
だ
け
だ
か
ら
、
例
え
ば

い
思
い
出
で
す
。

，
ふ
く
か
ら
k
d
と
「
ふ
」
で
始
ま
れ

百
人
一
首
は
藤
原
定
家
の
撰
し
た
も
ば
，
む
べ
山
風
を
'
と
「
む
」
は
一
枚

の
で
あ
る
乙
と
は
、
定
説
に
な
っ
て
い
し
か
な
い
か
ら
間

一
髪
を
入
れ
ず
迷
わ

ま
す
が
、
定
家
は
鎌
倉
初
期
の
歌
人
で
ず
下
の
句
の
「
む
」
を
取
る
よ
う
に
す

す
か
ら
百
人
一
首
は
、
八
百
年
近
い
歴
る
の
も
百
人
一
首
の
コ
ツ
で
す
。

史
と
伝
統
を
持
つ
遊
び
と
い
う
ζ

と

に

乙

の

よ

う

な

乙

と

を

参

考

に

、

お

正

な
り
ま
す
。
最
も
盛
ん
だ
っ
た
の
は
徳
月
に
は
家
族
で
百
人
一
首
を
楽
し
ん
で

川
期
元
禄
の
頃
か
ら
明
治
の
終
り
頃
だ
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
.
 

の

美

容
や
健
康
の
た
め
あ
る
レ
は
病
気
治
療
用
に
と
さ

手
去
~
ま
ざ
ま
な
機
械
、
器
具
、
健
康
食
品
な
ど
を
、
乙
と
ば
た

の
お
去

こ
方
商
く
み
に
誘
導
し
て
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
商
法
で
す
。

、
売
康
い
づ
れ
の
場
合
に
も
、
す
べ
て
の
人
が
満
足
す
る
も
の

好
販
唱
で
は
な
く
、
高
額
の
割
に
は
効
果
は
少
く
反
面
ト
ラ
ブ
ル

あ

が

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。

• 
鯵
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
惨

企「お正月は家族で百人一首を」

井口 惇氏 (86才)

(西条ニ区)

冒
人
一
一
国
拶

Bbmω
恩
M
由
E
f



⑧
⑫
⑧
⑫
 

わ

町
厚
生
福
祉
課
で
は
、
本
町
の
手
話

サ
ー
ク
ル
「
ほ
た
る
会
」
の
皆
さ
ん
の

ご
指
導
に
よ
り
初
心
者
を
対
象
と
し
た

基
礎
的
な
手
話
法
の
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
よ
き
理
解
者
、
よ
き
友

人
と
し
て
是
非
、
こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
参
加
を
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

受
付
期
間

一
月
五
日

1
一
月
十
八
日

期
間
一
月
十
九
日
か
ら
三
月
二
九

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
計
十
一
回

-つよし

各
月

日

程

表

報

一
月

一一月
三
月

間
目
、
お
日

2
日、

9
日
、
日
目
、
お
日

1
日、

8
日
、
日
日
、
幻
日
、
加
日

広

時

間

午
後
七
時
三

O
分
か
ら
九
時

三
O
分
ま
で

町
総
合
会
館

無
料
で
す
。

役
場
厚
生
福
祉
課
ま
で

( 9 )昭和 63年 1月 1日発行

場

所

受
講
料

申
込
先

今
月
の
テ
l
マ
は
、
「
結
び
あ
お
う
」

で
す
。
さ
そ
い
合
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

場
所
中
央
公
民
館
、
総
合
会
館

日
時
・
内
容

公

一
月
十
七
日
(
日
)
①
幼
児
学
級

②
料
理
教
室
③
家
庭
教
育
学
級
④
た

い
乙
教
室
(
午
後

一
時
か
ら
三
時
)

女
一
月
十
九
日
(
火
)
①
高
齢
者
の

ひ
ろ
ば
(
午
後
一
時
か
ら
三
時
)

合
一
月
二
四
日
(
日
)
①
少
年
創
作

教
室
②
青
年
教
室
(
午
前
十
時
か
ら

二
時
)

。
な
お
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

た
だ
い
ま
国
民
金
融
公
庫
で
は
『
国

の
進
学
口

l
ン
』
を
お
取
扱
い
し
て
お

り
ま
す
。

融
資
条
件
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

・
米
・
融
資
対
象
者
六
十
三
年
春
に
高
校

短
大
・
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
る
お
子

様
を
、
お
持
ち
の
保
護
者
の
方

・
米
・
融
資
額
一
進
学
者
当
り
五
十
万
円

以
内

*
返
済
期
間
修
業
年
限
以
内
で
大
学

四
年
以
内
、
短
大
高
校
三
年
以
内

*
返
済
方
法
元
金
利
息
の
均
等
払
い

*
利
率
年
五
・
七
労
(
利
率
は
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

*
申
込
受
付
期
間
六
十
二
年
十

一
月

一
日
1
六
十
三
年
四
月
三
十
日

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
甲
府
支
居

(
岱
二
四
五
三
六
一
)
ま
で
。

四
凶

新
入
部
員
の
募
集

-

-
ー
町
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

凹
臨

ボ
l
ル
部
|

町
体
育
協
会
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
)

i
N
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

-4 oc以下になると危険です

一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
水
道
管
の
防
寒

は
、
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

管
・
蛇
口
は
要
注
意

。
北
向
き
で
日
陰
の
と
乙
ろ

O
風
あ
た
り
の
強
い
と
乙
ろ

O
水
道
管
が
む
き
だ
し
に
な

っ
て
い
る
と
乙
ろ

水
道
管
の
防
寒
方
法

む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、

保
温
材
(
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
)
を
と

り
つ
け
た
上
か
ら
防
水
テ
l
プ
を
巻
き

つ
け
て
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
蛇

口
は
布
類
を
巻
い
た
上
か
ら
テ
l
プ
等

で
保
護
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。.

7
 

一ア水防

。水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

ま
ず
、
止
水
せ
ん
を
し
め
て
水
を
止

め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を

し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
管
工
事

協
同
組
合
(
B
n
|
八
八
五
一
)
ま
た

は
、
お
近
く
の
工
事
指
定
庖
に
修
理
を

所
属
の
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で

は
、
部
の
強
化
育
成
と
青
空
の
も
と
で

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
・
交
流
を
深

め
る
た
め
、
初
心
者
を
対
象
K
随
時
部

員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
部
は
、
町
内
の
各
種
大
会

を
始
め
、
年
々
増
加
す
る
郡
や
県
の
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
大
活
躍
を
し
て
お

り
、
昨
年
は
郡
体
育
祭
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
競
技
人
口
は
年
々

高
齢
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

や
る
気
の
あ
る
方
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
好
き
な
方
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
い
汗
か
き
ま
し
ょ
う
。

※
連
絡
先

@

部

長

諏

訪

田

藤

子

(
8
%

一一二

O
O
)
、

O
主

将

堀

口

幸

子

(
岱
句
|
四
二
九
O
)
ま
で
。

eゐ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
日
以
上
留
守
を
す
る
と
き
は
、
不

凍
せ
ん
で
止
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
異

常
低
温
注
意
報
が
出
た
と
き
も
、
不
凍

せ
ん
で
止
め
る
と
安
心
で
す
。

凍
っ
て
水
が
で
な
い
と
き
は

左
図
の
よ
う
に
水
道
管
に
タ
オ
ル
の

よ
う
な
布
類
を
巻
い
て
、
ぬ
る
ま
湯
で

ゆ
っ
く
り
と
溶
か
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
い
き
な
り
熱
湯
を
か
け
る
と
、

破
裂
す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

日
-
一

Y
J

わ
刀
斤
ベ
ア
¥
子
、

へ

'-bt旬

)

一

J
d国
同

N
M
M
M
H

/
付
¥
、
ゴ
ニ
f
f
/

甲
府
市
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
課
広
報
係

宮
間
1
3
3
1
1
内
線
丸

1
花

文
化
財
を
'

j

1
月
初

文

化

財

防

火

で

す

f
)

一
月
二
六
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
l
」

で
す
。
皆
さ
ん
の
家
の
近
く
に
あ
る
数

多
く
の
文
化
財
は
あ
な
た
の
財
産
で
す
。

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
財
産
を
火
災

か
ら
守
り
、
後
世
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

ろ
う

事
件
を
警
察
に
知
ら
せ
る
方
法
は
、

一
一
一
O
番
」
の
電
話
で
す
。
そ
こ
で

い
つ
で
も
、
す
ば
や
く
通
報
が
で
き
る

よ
う
、
何
を
ど
の
よ
う
に
話
せ
ば
よ
い

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
何
が
あ
っ
た
の
か
:
:
:
け
ん
か
、
交

通
事
故
、
強
盗
な
ど

②
い
つ
、
ど
こ
で
:
:
:
発
生
時
刻
、
場

所
、
目
標
物
な
ど

③
犯
人
は
:
:
:
人
数
、
人
相
、
着
て
い

た
も
の
、
特
徴
な
ど

④
逃
げ
た
方
向
は
:
:
:
駅
、

0
0
通
り
、

方
向
な
ど

⑤
何
で
逃
走
し
た
か
:
:
:
徒
歩
、
自
転

車
、
バ
イ
ク
な
ど

⑥
あ
な
た
の
名
前
、
現
在
地
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事長話受話長銀議長銀 多安当受話受話受話受話安当受話長銀語録り
わ

よ
-つ

た、
よし

生
幸良

衛
広

健保
診

1月28日(木)

午後 1時'"""'1時 30分

総合会館

昭和 62年8月1日---11月 30月までの出生児

母子手帳

昭和 62年8月及び 9月出生児については検診後

神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの

配布を行いますので 60円切手 l枚または現金60

円をご持参ください。

査

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時 00分~
昭和61年12月出生児。1月13日 (西条地区)

(水) 昭和62年 3月出生児。
午後 2時 30分~ 総合

(押原地区)
会館

1月14日
午後 2(時常永00地分区~ ) 

昭和62年 6月出生児。

(木) 昭和62年9月出生児。

診ト乳児

災
む
や
汐
V

F
of

"44
J
v
・4
2
y

日 時 1月 29日働

場 所 総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて ください。また、

猫の場合は、必ず麻袋などの丈夫な袋に入れて、ヒモでしっかり

封をしてください。

31emをお飼いのみなさま吋鍬

このところ飼い犬の放し飼いによる事故や苦情が増えてい

ます。 1月15日から 1月31日まで野犬の薬捕を行いますので、犬

を放し飼いにしないよう注意してください。

午前 10時 20分---10除 25分

日 時 1月9日(土)・ 23日出午前 9時----11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありませんO

※一般健康相談は、40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すので、お気軽にお出かけください。

室ζ

回数 第 回 第 2 回

実施日 1月 12日(火) 1月 22日(金)

時間 午後 l時 30分~

場所 総合会館

対象者 妊娠 5か月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできる服装、テキスト代 300円

安

路

安
現
代
の
黒
死
病
と
い
わ
れ
る

A
I
D
S
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
助
教
授

皮
膚
科

A
I
D
S
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候

群
と
は
、

H
I
V
(
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
)
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す

る
乙
と
に
よ
り
、
免
疫
系
、
す
な
わ
ち
、

か
ら
だ
の
抵
抗
力
が
極
端
K
失
な
わ
れ
、

普
通
の
抵
抗
力
の
あ
る
人
で
は
か
か
ら

な
い
よ
う
な
、
原
虫
や
カ
ビ
、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
体
に
感
染
し
た
り
、
ま

た
カ
ポ
ジ
肉
腫
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど

の
悪
性
臆
虜
に
も
か
か
っ
て
し
ま
う

〈
死
に
至
る
病
〉
で
あ
り
ま
す
。
欧
米

諸
国
で
は
、
特
に
男
性
同
性
愛
、
両
性

愛
者
に
多
く
、
次
い
で
静
脈
麻
薬
中
毒

者
、
ま
た
輸
血
を
受
け
た
人
や
血
友
病

患
者
も

A
I
D
S
に
か
か
り
ゃ
す
い
。

日
本
で
は
、
血
，
友
病
患
者
、
同
性
愛

患
者
の
発
病
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
も
頻
度
の
高
い
感
染
経
路
は
性
行
為

で
あ
り
ま
す
。
男
↓
男
が
最
も
多
く
、

男
↓
女
、
又
女
↓
男
も
伝
染
し
ま
す
。

日
常
の
接
触
で
は
う
つ
る
乙
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

W
H
O
の
統
計
に
よ
る
と
、

現
在
日

I
V
抗
体
陽
性
者
、
す
な
わ
ち

A
I
D
S
予
備
軍
は
全
世
界
で
五

0
0

万

1
一、

0
0
0万
人
ほ
ど
い
る
と
推

定
さ
れ
、
全
世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

H
I
V
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
価

の
測
定
は
、

A
I
D
S
の
診
断
の
重
要

島

田

真

な
決
め
手
で
す
。
日
本
で
も
各
保
健
所

に
相
談
室
が
設
け
ら
れ
、
検
査
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
皮
膚
科
医
で
あ
る
私
が
何
故

A
I
D
S
に
つ
い
て
?
と
不
思
議
に
思

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

A
I
D
S
は
内
科
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
診
断
と
と
も
に
、
皮
膚
の
発
疹
か
ら

皮
膚
科
医
が
診
断
を
つ
け
ら
れ
る
疾
患

で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
私
は
四
年
間
米

国
の

N
I
H
と
い
う
医
学
研
究
の
メ
ッ

カ
で
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
乙
で

A
I
D
S
の
症
例
に
多
数
接
し
ま
し
た
。

A
I
D
S
の
患
者
さ
ん
は
、
カ
ポ
ジ
肉

腫
と
い
う
皮
膚
の
悪
性
腫
虜
に
か
か
り

ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
乙
れ
は
、
特
徴
的

な
皮
疹
で
、
ア
メ
リ
カ
の
皮
膚
科
医
な

ら
す
ぐ
に
診
断
が
つ
き
ま
す
。
乙
の
よ

う
に
皮
膚
科
疾
患
は
、
往
々
に
し
て
全

身
の
病
気
と
関
係
し
て
い
る
乙
と
が
よ

く
あ
り
、
皮
疹
を
み
る
乙
と
に
よ
り
、

A
I
D
S
K
限
ら
ず
、
内
臓
の
悪
性
腫

傷
、
謬
原
病
、
糖
尿
病
や
甲
状
腺
な
ど

の
代
謝
内
分
泌
系
疾
患
、
肝
臓
病
な
ど

の
発
見
に
つ
な
が
る
乙
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
収
膚
は
内
臓
の
鏡
と
い

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会
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お
た
す
ね
に

こ
た
え
て

わ

‘
 
... F砂
昨

年

ま

だ

1
歳

r
B
E
E
K
6
カ
月
に
も
な
ら

4
・
・
司
、
な
い
時
に
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
通
知
が
き
ま
し
た
。
ま

だ
時
期
が
早
い
と
思
い
受
け
さ
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
子
供
の
体
調
の
よ
い
時
に

い
つ
で
も
受
診
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

k
‘

且

.

予

防

接

種

と

は

、

・
・
・
可
J

あ
る
病
原
体
の
ウ

i'企

ィ
ル
ス
や
細
菌
を

か
ら
だ
に
害
の
な
い
よ
う
な
形
で
人
工

的
に
あ
た
え
、
そ
の
病
原
体
を
処
理
す

る
免
疫
の
力
を
強
め
る
こ
と
を
い
い
、

伝
染
病
を
少
な
く
す
る
の
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
伝
染
病
か
ら

自
分
を
守
る
た
め
に
も
、
免
疫
の
な
い

人
を
守
る
た
め
に
も
必
要
な
も
の
で
す
。

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
咳
、
破
傷
風
)
は
法
律
上
は
生
後

3
カ
月
か
ら
総
力
月
ま
で
に
第
一
期

3

回
の
注
射
を
お
え
る
乙
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
後
一
年
か
ら
一
年
半
後
に
、

第
二
期

1
回
の
追
加
接
種
を
受
け
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

1
歳

6
カ

月
で
も
決
し
て
早
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
個
人
で
接
種
を
受
け
る
場
合
(

個
別
接
種
)
は
実
際
に
は

2
歳
未
満
の

場
合
が
多
く
、
-
歳
未
満
の
場
合
も
ま

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
か
か
り

-つよし報広(11)昭和 63年 1月1日発行

つ
け
の
医
師
に
相
談
し
、
体
調
の
よ
い

時
に
個
別
接
種
を
受
け
る
の
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
そ
の
際
ポ
リ
オ
や
は

し
か
(
麻
疹
)
の
予
防
接
種
を
す
で
に

受
け
て
い
る
場
合
は
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

る
防

あ
予

の常
ら

異
か
う

、
て
よ

E
U
『

υ
'レ

察
談
ま

観
相
せ

を
に
さ
一

子
医
け

様
治
受

の
主
を

供
は
種

子
時
接
・

企

受
け
る
前
の
注
意
と
し
て
は
、
子
供

の
様
子
を
観
察
し
、
い
つ
も
と
違
っ
た

様
子
が
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
乙
と
が
大
切
で
す
。
健
康
状
態
に
不

安
が
あ
る
場
合
、
治
療
を
受
け
て
い
る

病
気
が
あ
る
場
合
、
一
年
以
内
に
け
い

れ
ん
を
お
乙
し
た
乙
と
が
あ
る
場
合
な

ど
に
は
担
当
の
医
師
に
申
し
出
る
か
、

あ
ら
か
じ
め
主
治
医
に
相
談
し
て
お
く

の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

へ
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り

※
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
ど
不
審
の
点
が
あ

る
と
き
は
、
役
場
厚
生
福
祉
課
に
ご
相
談
下

さ
い
。

〉
」
イ
つ
ノ
イ
ほ
イ
ユ
短
一
敬

ヘ敬
称
略
)

雨
降
り
て
心
ゆ
と
り
の
出
来
た
昼

久
方
振
り
ド
友
ド
使
h
7
書
く伊

藤

良
江

見台
れ粉

ば花
止。え
らく

ずパ

快ス

速イ亭
のt二
パ手

;苛スを

回揚

げ
て好

子

下野
の天
満風

月.呂
ゆも

らろ
ゆ手
らに

笑満
ふ月

桑掬
原い

あ
く、

丑
寅

汗
し
む
る
認
識
標
の
紐
沈
ふ

作
戦
お
へ
し
露
営
の
朝

::1: 

村

久

雄

厄合
同風

にの

近進
くみ
予末
寺艮る
さ追
さ気

鷹るし
野っ
きつ
く
イえ

称脱

ご殻
その
ご体

そり
と安

足堵
哀の
tこ崎
あり

内り進
藤て
ふ

次

犬初

の春
散や

歩五
に十

生E各
甲過
失ざ
まもて

し使
イ手 や

J.&，.章、

)1踊

子

九久
州、|々

討もに

も崎
てり
暫来
しし
も子
のは

吉イ主
松ふみ

周身'1
れ

し満

子

サ
ラ
ダ
「
記
念
日
」
読
む
に
我
等
の
時
代
去
り

こ
れ
が
今
日
よ
り
歌
と
件
し柳

沢

.:A-
も

忙
し
さ
の
中
参
加
せ
し
乳
牛
共
進
会

一
の
ん
知
ら
せ
聞
き
返
す

山

本

秀
子

伸今
省朝
せよ
しっ
子は
のx
姿に
まか
ぶわ

しり
ムきて
下経

美を
津読
子む

我と
もlま
とと

ぼぼ

とと

ぼ未

える
ひえ
での
伺あ

佐むり

野土
手
の

道技

南釜
ア無
ル河

プ原、
スの
出大
でき
て小

幾さ
星さ

波霜ま
辺をろ

経さ
秀し石
子

Aユニークな句を今年も

ご披露願います(川柳部)
L令官!Å'定庁てY"""包~~境庁守Mモ~

地

‘' お
め
で
と
う
'

昭
和
六
十
二
年
十
一
月

一
日

i
十

一

月
三
十
十
日
ま
で
の
届
出
ヘ
敬
称
略
)

氏

名

磯

部

恒

男

古

屋

越

子

佐
久
間
美
智
也

雨

宮

雅

美

花

形

敏

男

小

幡

育

子

坂

本

一

久

五
十
嵐
美
知
子

一
瀬

修

天

野

敬

子

武

藤

剛

高

松

恵

子

小

林

一

治

高

野

香

里

.豊かな心を 17文字にひめて… 企喜怒哀楽を和歌に託し、文化の里に
今年もよろしくお願いします(俳句部)ふさわしい感動を今年も…・(短歌部)

r~々て~ノV-J!....'ν'a!.牢';)1ノヤ';)!.À〆~!. ... ぺX'---v.見~立~工~身勺立N"J1..命で~-身包~てE

藤 名山深田野橘石浅内桑保小山清松
原取田津川津田原川藤野坂田国 土氏

切
和佑麻佳か 奈美 浩 恒竜恭潤
樹樹未苗よ皇月保延愛茜太亮也兵也名

保
富泰備 俊俊浩 秀芳富正 政 義 護
男彦斉誠明一之 保博男男広元幸法浩者

区

飯

喰

河

東

中

島

紙

漉

阿

原

西

条

二

区

占々'主A';l!ーギてR

河

西

紙

漉

阿

原

西

条

二

区

地

区

上
河
東
二
区
句

西

条

二

区

間

西

条

一

区

上

河

東

河

西

築

地

新

居

河

西

西

条

二

区

河

西

紙

漉

阿

原

築

地

新

居

西

条

一
区

西

条

二

区

押

越

上
河
東
二
区

西

条

一

区
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jj詞aLEU王手不寸
j 風林火山 戦いにあた って、出撃するとさ { 

9
88  

; は疾風のように速く、戦機を見て、 じっとして j 
E いるときは林のように静かで、敵比を攻撃し撃 ! 
j 滅するときはえのように詩文しく、散の攻撃を受 j 
j けたときは山のように動かないとの意。 ~

冗旦 ・初詣 (金) やぶ入り (土) リハビリ教室(総合会館)
省エネノレギーの日

仏滅 16 
(毎月 1日) 先勝

2 
初荷・初夢・書初め (土〉

17 
⑪ 公民館デー (P9参照)

皇居一般参加 大安 友引

3 
⑪ 

18 土 用
(月〉

赤口 先負

4 官庁御用始め (月) 役場・中央公民館業務開始

19 
(火) 手話講習会 (P9参照総合会館

先勝
新年互礼会 (中央公民館講堂

赤口
PM 7: 30~ ) 

AM 8 : 30--) 公民館デー (P9参照)

(火)

5 20 
(水) 心配乙.と相談(総合会館PM1:Oo--~ 

友引
総合会館及び温泉業務開始

先勝
入浴サーヒス(総合会館PM1: 00--: 

(水) 心:0配0--乙.と相談 (総合会館PM1 (木)
行政相談(中央公民館PM1:00--) 

6 小 寒 21 大 寒

先負 行政相談(中央公民館PM1:0か) 友引

ア 七 草
(木)

22 
(金) 安産教室(総合会館)

仏滅 先負

8 
(金) ふみの日(毎月23日 (土) 母子手帳交付及び一般健康相談日

大安 23 仏滅
(総合会教館L
リハビリ 至(総合会館)

9 
f土) 母子手帳交付及び一般健康相談 全国学校給食週間 ⑪ 公民館デー (P9参照)

赤口 日(総合会館) 24 ( --30日)
大安

10 十日えびす ⑪ 消防出初式(押中校庭AM9~) 25 
(月)

110番の日 先勝 赤口

鏡開き f月) 押小・西条小・押中第三学期始 文化財防火デー
(火)

老人医療受給者証交付日(西条

11 蔵開き 業式 26 一水手館新話区PM居講・7西習・:条会押30越二区P)・河9・参西東照条中新島)総田合・清会
友引 先勝

(火〉 安産教室(総合会館) 国旗制定記念日 (7}<) 
心00配ごと相談(総合会館PM1 : 

12 
0--) 

27 老上阿原人河医療築受地上新河給者証飯交区付日 (紙漉
先負 友引 東・ 居東一・ 喰)・河西・

一 一ー

13 
(水)

ι入乳唖浴児己サご健一と康栢口診殴査「総f総合f合総鈴会合館官会PPM館M1)I.0E[Cト~)) 28 
(木〉 乳児整形外科検診(総合会館)

仏滅 先負

14 f木) 乳児健康診査(総合会館) 29 (金) 不用犬猫収集日(総合会館前)
大安 仏滅

15 成人の日 f金) 成人式(総合会館軽運動場創 10--:30 
(土)

赤口 お年玉っき年賀はがきの抽選会 大安

31 
⑮ 第 14回昭和町健康まつり

赤口 (総合会館AM9 : 00--) 

LMY 旦叩iE;782ヨヨ~
地区 可 燃 物 不燃物(粗大を含む) * 可燃物の収集日が祝日の場合は、 収集業

西条一区 務 はいたしませんので次回の収集日をど利

西条二 区 毎 週
8日、 12日、 19日、

毎月 13日

清水新居 火・金曜日 22日、 26日、 29日、 第 2水曜日
用ください。

西条新田 * ごみは、指定の袋で収集 日当 日の午前 8

押越

河東中島
毎一 週 : 7目、 11日、 14日、

毎月 20日
時30分までにきめられた収集場所へ出しま

紙漉 阿原 月・木曜日 ~ 18日、 21日、 25日、 第 3水曜日 しょう O

築地 新居 28日、

飯喰 * 今年も清潔で住みよい町づくりにど協力

河西
毎 週 7日、 11日、 14日、

毎月 27日 ください。

上 河 東 月・木曜日 18日、 21日、 25日、 第 4水曜日

上河東二区 28日、


